
来年（2023 年）のスギ・ヒノキ花粉の飛散予想（2022.10.10） 

『民間気象会社が出す、大きく異なる来年（2023 年）のスギ・ヒノキ花粉飛散予報』 

～どちらの予報が正しいのでしょうか？実際の花粉飛散はどうなるのでしょうか？～ 

ながくら耳鼻咽喉科アレルギークリニック 永倉 仁史 

日本耳鼻咽喉科学会論定専門医、日本アレルギー学会認定専門医、NPO 花粉情報協会理事 

 

◆民間気象会社 2 社から、10 月に異なる内容の花粉飛散予想が発表されました、一方は、「関東から東北にかけて多くなり、

四国、近畿、関東甲信で非常に多い予想」と東日本においてより多い予想、それに対し、もう一方は、「関東、東海、西日本で

多くなりますが、北日本や北陸では少なくなる」という西日本においてより多くなるという真逆ともとれる予報が出ました。 

◆一体どちらが正解なのでしょうか？実際の花粉飛散はどうなるのでしょうか？そこで、今回は、我国で 30 年以上全国のスギ花

粉、ヒノキ花粉飛散予報に携わっているエキスパートの集団（NPO 花粉情報協会：http://pollen-net.com/welcome.html）

の分析を参考に、この花粉予報を検証してゆきます。 

 

 

 

【概略】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

当クリニックの分析による予想（参考：NPO花粉情報協会分析） 
 
 
 

◆来年（2023）は、全国的に、例年並みかそれより多い花粉が飛散し、都内において多ければスギ約

7,000個、ヒノキ花粉約 5000個と昨年の 2倍以上の飛散が予想され（2022年はスギ+ヒノキ花粉総数約

5,000個：品川区）、スギ＋ヒノキ花粉の飛散総数が 10,000個を超える大量飛散の可能性が出てきまし

た。また、9月の時点での花芽調査でスギの花芽の成長が良い事も確認されているため、来年は全国的

に、特に東日本において多くの花粉が飛散すると予想されます。 
 

◆現時点で、ヒノキ花粉の花芽の成長も例年になく良いことが確認されているため、来年のヒノキ花粉の

飛散量も非常に多くなると予想され、都内で飛散総数 5,000個をこえる過去最大の飛散となる可能性が

出てきています。全国的にヒノキ花粉がスギ花粉より多くなった地域が大分部分であった 2018年以来、

久々にヒノキ花粉も大量飛散となる可能性が高くなってきました。 
 

◆来年（2023年）は、スギ花粉の飛散量の多く、シーズン後半に飛散してくるヒノキ花粉の着花状況が、

例年になく多いことが観測されていることを考慮しても、来年（2023年）の花粉シーズンは、花粉症の症

状も強くなりやすく、花粉症の症状が非常に強くなる方が多く、またあらゆる内服や点鼻薬、点眼薬を使

用しても症状が抑えきれず、耐え難い程の症状が強くなるかたも出てくる可能性が高く、症状をおさえて

も、長い花粉シーズンとなる可能性が高くなってきました。 
 

◆スギ舌下免疫療法（SLIT）：「ｼﾀﾞｷｭｱ」を中断している方や、服薬率が低下している方も、 

秋から再開すれば、再投与の場合は『ブースター効果』により早く効果を戻すことが可能です。服薬を再

開する、服薬率を上げるなどの対策を実施し、花粉の多い来年までに、免疫療法の治療効果をより確実

なものにすることを推奨いたします。 
 



◎HP では、都内（品川区）での花粉飛散量を過去約 30 年以上発表していますが、 

現時点（2,022 年 10 月の時点）の気象条件による来年（2023 年）のスギ・ヒノキ花粉飛散量の予測は、都内

において昨年の 2 倍、多ければスギ約 7,000 個、ヒノキ花粉約 5000 個、スギ+ヒノキ花粉の飛散総数が 10,000 個

を超える大量飛散の可能性が出てきました。（図 1） 

都内の過去 10 年のスギ+ヒノキ飛散平均飛散数は約 4,600 個（品川区）となっており、来年（2023 年）、昨年は

この約 2 倍の飛散となると可能性も出てきたと分析されます。 
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図 1.都内（品川区）の過去約 30 年のスギ・ヒノキ花粉飛散量、来年予想 

 

 

 

 



【花粉飛散に影響を及ぼす因子】 

 

翌年のスギ・ヒノキの花粉飛散量は、①「前年夏の天候条件」と、②「木の樹勢」に大きな影響を受けます。そしてこの「木の

樹勢」に最も影響を及ぼすのが、スギやヒノキの木は、花粉を多くつけた枝は翌年は休んで花粉をつけないため、「前年の花粉飛

散量」になります。   

 

 

2022 年６月は全国的に気温も高く、日照時間は例年より多くなりました。スギ、ヒノキの花芽の形成される 6 月上旬の日照

時間は全国的にかなり多くなりました。このため、花芽が良く成長しやすかったことにより、6 月の日照時間からは花眼の成長は良

くなり、花粉が多く生産される条件が整いました。  

今年は 6 月の末に、梅雨が明けた状態となり、そのため、7 月の日照時間は、全国的に平年多く、最高気温も高くなりまし

た。そのため、6 月と 7 月の気象条件からはスギ雄花は、さらに良く成長し、その結果、来年のスギ・ヒノキ花粉の飛散量は 非

常に多くなると予想されます。 

来年のスギ・ヒノキ花粉飛散数に影響をおよぼす要因は、前年の春の花粉飛散数です。2022 年春にスギ、ヒノキの花粉飛

散数が例年より多くなったのは東北地方だけで、全国的に少ない傾向となりました。このことからも、樹の樹勢からも分析しての、

木の勢い（樹勢）は盛んとなり、来年は、スギ、ヒノキはより多くの花粉をつけると予想されます。 

2023 年のスギ花粉の飛散開始は、現時点で、今後、10 月までは気温が高め、その後、11 月は例年並み、12 月はやや

寒めの予報となっており、スギ雄花は例年通りか、やや早く冬眠から覚醒する可能性もありますが、2023 年 1 月の気象条件は

低めの可能性も出ており、最終的には、関東において、例年通りの 2 月中旬頃の飛散開始となる予想です。 

以上の分析により、2023 年春のスギ・ヒノキの花粉の飛散量は、全国的に例年なみか例年よりも多くなる見込みです。特に関東

（特に北部）や甲信において花粉飛散が多い傾向も予想され、特に最大で都内においてスギ花粉 8、000 個、ヒノキ花粉も

5,000 個を超え非常に多く飛散するも可能性も指摘されてており、通常の飛散状況でも 1 万個位の大量飛散の可能性が出てき

ました。 

 



【2 つの民間気象会社が出す、来年（2023 年）の花粉飛散予報の分析】 

1. 日本気象協会 

前年比 

前シーズン比でみると、九州から東北にかけて前シーズンより飛散量は多く、特に四国、近畿、関東甲信では非常に多く飛ぶ見

込みです。 

例年比 

例年比でみると、九州や中国、四国では例年並みかやや多く、近畿、北陸ではやや多くなるでしょう。関東甲信は、東京のみ多

く、その他は非常に多くなる見込みです。 東北は非常に多く、北海道は例年よりやや少ないでしょう。東海は静岡のみ多い見込みで

すが、他 3 県ではやや少ないでしょう。 

根拠 

6 月の降水量は西日本 太平洋側でかなり少なく、日照時間は東日本 日本海側と西日本 太平洋側でかなり多くなりました。6

月後半から 7 月上旬にかけて太平洋高気圧が強まり、東・西日本を中心に晴れてかなりの高温となりました。そのため、6 月に「高

温・多照・少雨」となり、スギの花芽形成に好条件となりました。 

さらに、2021 年～2022 年に花粉飛散量が少なかった地域が多く、スギの木に花芽を形成させるエネルギーが蓄えられていたた

め、より一層、スギの花芽形成が促進されたと考えられます。 

2. Whether News 

前年比 

関東以西は前年よりも多くなる傾向、2023 年の花粉飛散量は、関東や東海、西日本で今年よりも多くなりますが、北日本や

北陸では少なくなる予想です。西日本では今年の約 1.7 倍で、2～3 倍以上の飛散量となる地域もあります。一方、今年は飛散

量が多くなった北日本や北陸では、飛散量が減少し、50%を下回る地域もあります。 

例年比 

花粉飛散量の平年比平年比（2013 年～2022 年の平均との比較）で見てみると、西日本はやや多く、東日本は概ね平均

並み、北日本はやや少ない予想です。全国平均では平年の約 112%になる予想です。 

根拠 

2022 年 6 月は梅雨前線が本州の南の海上に停滞する日が多く、西日本や東日本を中心に日照時間が平年を上回りまし

た。下旬になると、太平洋高気圧が張り出して梅雨前線が北日本周辺まで北上し、西日本や東日本では記録的な猛暑となり、平

均気温も高くなりました。 

7 月に入ると、西日本や東日本は低気圧や前線の影響を受ける日が多くなり、日照時間は平年並みにとどまりました。一方で、

北日本や北陸では高気圧に覆われる日が多く、日照時間は平年を上回りました。暖かい空気に覆われる日が多く、平均気温は全

国的に高く、特に北日本ではかなり高くなりました。 



8 月は低気圧や前線、台風の影響を受け、北日本や東日本で曇りや雨の日が多くなりました。日照時間は平年を下回った一

方、気温は平年並みでした。西日本では日本海側で日照時間が少なかったものの、太平洋側を中心に晴れる日が多くなり、日照

時間は平年並み～平年より多くなりました。また、西日本では平均気温も平年を上回りました。 

夏の天候を総合すると、暖かい空気に覆われた日が多くなったため、平均気温は全国的に平年を上回りました。東日本の日照時

間は概ね平年並み、西日本では太平洋側を中心に日照時間が平年を上回り、雄花の生長には適した天候となりました。しかし、

北日本では日照時間が平年をやや下回り、雄花の生長にはやや不向きな天候となりました。 

 

●2023 年は西日本を中心に花粉の飛散が多い「表年」に、 

花粉の飛散量は周期的に増減し、花粉の飛散が多い期間と少ない期間が交互に訪れる傾向があります。飛散量が多い年を

「表年」、少ない年を「裏年」と呼びます。エリアによって増減の周期は異なり、「表年」「裏年」も異なります。夏の天候の影響で「表

年」「裏年」の区別が不明確になる年もあります。 

2022 年は北日本や北陸で飛散量が多くなり、特に東北北部では記録的な大量飛散となりました。その反動で 2023 年の飛

散量は 2022 年を下回り、「裏年」になると見込んでいます。一方、西日本では 2022 年の飛散量が 2021 年を下回り、「裏年」

となった地域が多くなりました。そのため、2023 年は「表年」となり、飛散量が 2022 年の水準を上回る地域が多くなると予想して

います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



【比較】 

●2 つの予想を、前年比、例年比（約過去 10 年平均）で比較すると以下のようになります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

【当クリにニックの 2023 年スギ花粉、ヒノキ花粉飛散予想】 

（NPO 情報花粉協会の分析を参考とする） 

1. 気象条件による分析 

2022 年のスギ・ヒノキの花芽が形成される時期の日照時間、最高気温、降水量を比較すると下図のようになります。 

 

両者を比較すると 

 

❶昨年との比較では、 

「日本気象協会」は、九州から東北まで、特に太平洋側でおおく、特に関東、甲信で非常に多い予想となっているのに対し、 

「Whether News」は、西日本で多くなり、東北では全域で少ない予想となっています。 

 

❷例年との比較では、 

「日本気象協会」は、全国的に例年より多く、特に関東甲信から北陸にかけて、太平洋側で多い予想となっていて、 

西低東高となっています。 

「Whether News」は、 

西日本で多く東日本、東北に行くにつれ少なくなる、西高東低となっていて、真逆の傾向となっています。 

 

 



① 日照時間から分析しても、花芽の形成される 6 月上旬の日照時間は全国的にかなり多くなりました。7 月の日照時間は、

全国的に、平年より多くなりました。 

② 最高気温から分析しても、特に 7 月から 8 月は全国的に気温が高く、東日本で多い傾向が強く認められました。 

◎以上、6 月と 7 月の気象条件からは分析すると、スギ雄花は、来年（2023 年）、全国的に多く飛散が予想され、特に西

日本より東日本（特に太平洋側）でより多くなると分析されます。8 月の日照時間が全国的に例年以下であったという条件

は、スギやヒノキの雄花の形成には、7 月の日射量の多さの方がより花芽の成長を促すと分析されているため、それほど花粉の生

産量を低下させる因子とはならないため、総合的には、6 月~8 月の気象条件が花芽形成におよぼす影響は、全国的に花粉

の着花量は多くなり、東日本の多くの地域においては、例年の 2 倍以上の地域が多くなると分析されます。 

2.木の樹勢による分析 

翌年のスギ・ヒノキ花粉飛散数に影響をおよぼすもう一つの大きな要因は、前年の春の花粉飛散数です。2022 年春にスギ、ヒ

ノキの花粉飛散数が例年より多くなったのは東北地方だけで、全国的に少ない傾向となりました。このことからも、樹の樹勢からも

盛んとなり、来年は、スギ、ヒノキは全国的により多くの花粉をつけると分析されます。 

まとめ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【2023 年スギ花粉、ヒノキ花粉飛散予想】 

 

◆2022 年 6 月は、全国的に気温が高く、「日照時間」が例年より多くなりました。このため、花芽の分化が盛んになり花粉を多く

つける条件が整いました。7 月の日照時間は、全国的に例年より多くなり、これらの条件により、スギ、ヒノキの花芽の生育は順調

と考えられます。 

 

◆もう一つ、翌年の花粉飛散数に影響を及ぼすのは、「木の樹勢」です。2022 年春のスギ・ヒノキ花粉飛散数は、例年より多くな

ったのは東北地方だけで、その他の地方は例年並みかやや少なくなっています。そのため、スギ・ヒノキは発育のための余力を蓄え、

それに加え、2022 年の 6 月～7 月の日射量が多く、たくさんの太陽エネルギーを受けたため、非常に多くの花粉を産生させる状

態にあります。 

【総括】 

以上より、2023 年は全国的に多く、昨年と比較しても、特に西日本より東日本においてにより多くの花粉が飛散し、昨年の 2 倍

～3 倍以上の飛散となる地域があると分析されており、例年比でも 2 倍以上の多くの花粉が飛散する地域が多く出ると予想され

ています。 全般的には、九州、四国、中国地方の一部を除く日本の大部分の地域で例年より大量の花粉が飛散し、西低東高の

傾向となると予想されます。 

 

（注）この分析は、2022 年 10 月の時点の気象条件をもとに分析した予想であり、今後、花粉の着花状況による分析を 

12 月に加味し、秋～翌年春の気象条件も参考に予報を修正いたします。（NPO 花粉情報協会は全国の飛散予報を花粉数で

算出していますが（2022.9.28 花粉予測セミナー）、版権がある為当 HP では具体的な数値は発出来ませんが、12 月末の

第 2 回セミナーで予報を修正する予定です。 

 

 

（Nagakura Ear-Nose-Throat Allergy Clinic: H.Nagakura.M.D.) 


